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「CCAS」は、システム管理者が組織内のクライアントコンピュータを効率よく管理するためのシステムツールです。 
管理者側のコンピュータ(以下マネージャー)から遠隔操作にて、クライアントコンピュータの管理、監視を行うことが出来る

アプリケーションソフトで、下記のような機能、特徴を備えています。 

 

 

リモートメンテナンス 

マネージャーからクライアントを遠隔操作するための様々な機能が搭載されています。 

・電源管理(起動、シャットダウン、再起動) 

・自動ログオン、ログオフ (クライアントごとに異なるアカウントで自動ログオンさせることも可能) 

・リモートコントロール(内蔵オリジナルリモートコントローラー) 

・アプリケーションの起動と強制終了(実行権限の指定が可能) 

・ロック(キーボードとマウスをロックし、ユーザーによるすべての操作を禁止します) 

・ネットワーク設定(IP アドレス、DNS、DHCP などのネットワーク設定) 

・クリップボードの登録、消去 

・その他メンテナンス用各種コマンド 

 

資産管理、情報取得 

クライアントコンピュータのハードウェアやソフトウェアに関する様々な情報を調査、取得します。 

自由に管理項目を設定した資産台帳の作成が可能です。 

・インストールされているアプリケーション、更新プログラム一覧 

・登録されているサービス一覧 

・実行中のプロセス一覧 

・任意のファイルのバージョン調査 

・ハードウェアに関する様々な情報（CPU、HDD、メモリ、ネットワーク、ディスプレイなど） 

・システム情報の取得 

 

利用ログ、監視機能 

クライアントコンピュータの利用状況、障害発生などを監視し、記録（ログ）に残すことが可能です。 

ログファイルは様々な方法で管理者側に自動回収することが可能です。 

・利用ログ(アプリケーションの利用、ファイル操作、外部デバイスの利用、印刷、表示した Web ページなどを記録) 

・イベントログ(イベントログの検索、抽出、回収が可能) 

・巡回監視(一定間隔で、デスクトップ画像や実行中のアプリケーション一覧などの情報を記録) 

・複数のクライアントの画像を一覧表示可能(1 画面最大 126 台) 

禁止された操作が行われた場合、直ちに管理者にメールの自動送信等で通知し、操作の状況を動画で記録することが

可能です。 

 

利用制限 

クライアントコンピュータごとに様々な利用制限を掛けることが可能です。 

・アプリケーションの利用禁止(禁止されたアプリケーションの起動が出来なくなります) 

・アプリケーションのインストール制限（インストールは許認可制で管理されます。） 

・ネットワークの利用制限(IP アドレス単位およびポート番号単位で通信をブロック) 

・ブラウザによる特定 Web サイトの利用を禁止する事が可能です。 

・ドライブの利用制限(USB メモリなどの外部デバイスを利用禁止にできます) 

・印刷の禁止 

・USB メモリ、スマートフォンなどリムーバブルメディアの利用制限（シリアル番号管理） 

・利用時間制限（タイマーによる時間制限、長時間放置状態の監視） 

・クライアントコンピュータの利用可能時間管理（予約管理） 

・ポリシー設定 



利用時間管理 

クライアントコンピュータの利用時間を、コンピュータ別またはユーザー別に制限します。 

ユーザー別に日々の利用時間を一覧表示出来ます。 

 

利用認証 

ノート PC などの外部持ち出し利用を制限することが可能です。 

 

ファイル・フォルダ操作機能 

マネージャーからクライアントに対して様々なファイル、フォルダ操作が可能です。 

・ファイル、フォルダ配布 

・ファイル、フォルダ回収 

・ファイル操作 

・フォルダの作成、削除、共有 

 

利用状況の公開 

クライアントの利用状況をネット上に公開し、インターネットブラウザに表示することが可能です。 

 

コミュニケーション、プレゼンテーション 

教育機関などで授業支援用途に利用可能です。 

・マネージャー、クライアント間のメッセージ交換 

・マネージャーのデスクトップ画像をキャプチャーし、クライアントに配信して表示 

・任意のクライアントのデスクトップ画像をキャプチャーし、他のクライアントに配信して表示 

・マネージャーのブラウザに表示されている WEB ページの URL をクライアントに送信し、同じページを表示 

 

レジストリ操作 

クライアントのレジストリメンテナンスが容易に行えます。 

セキュリティ設定などに便利です。 

・レジストリ値の変更、追加、削除(複数のクライアントに対して一括実行が可能) 

・レジストリファイルのインポート 

・レジストリ値の取得(表示) 

 



【電源管理】 

クライアントの電源投入、シャットダウン、再起動などは即時実行の他、タスクのスケジュール実行が可能です。 

  
 

 

【ログオン】 

自動ログオン機能は、全てのクライアントを同じ設定値でログオンさせるだけでなく、クライアントごとに異なるアカウントで

ログオンさせることも可能です。 

  



【アプリケーションの起動】 

マネージャーからクライアントに対してアプリケーションの起動を行うことが出来ます。 

アプリケーションを起動する際、ログオンしているユーザーとは異なる権限で起動することが可能です。 

ユーザーが一般権限でログオンしている場合でも、管理者権限を必要とするアプリケーションを利用させることが出来ま

す。 

 
 

 

【リモートコントロール】 

リモートコントロールソフトを内蔵しており、必要なときにワンタッチでクライアントに接続して遠隔操作を行う事が可能です。

同時に複数のクライアントに接続することも出来ます。 

また、リモートデスクトップや「VNC」などの外部ソフトと連携したリモコン操作も行えます。 

 



【ネットワーク設定】 

 

IP アドレス、DNS、DHCP などのネットワーク設定を取得したり、変更する事が可能です。 

 

 

   

 

複数のクライアントコンピュータに対して、IP アドレスを連番付与することができます。 

固定 IP アドレスのメンテナンス作業が大幅に省力化されます。



【情報取得】 

クライアントから様々な情報を取得し、表示します。 

クライアントの現在および過去の状態が的確に把握できます。 

 
 

一般取得情報 

「情報取得」の操作により取得されるクライアント情報です 

デスクトップ画像 

クライアントに表示されているデスクトップのキャプチャー画像です。 

環境 

OS 種別、ディスクサイズ、メモリ容量、デスクトップサイズなどのハードウェア情報 

ウィンドウ一覧 

開いているウィンドウのタイトル一覧です。 

プロセス一覧 

起動しているプロセスの一覧です。(タスクマネージャのプロセス一覧に準拠) 

アプリケーション 

インストールされているアプリケーションの一覧(「プログラムの追加と削除」に表示されるもの) 

サービス 

システムに登録されているサービス名とその動作状態 

 

調査情報 

複数のクライアントから一度に情報を取得します。 

取得した情報はファイルに出力して再利用できます。 

アプリケーションのインストール調査 

特定のアプリケーションがクライアントにインストールされているかどうかを調査します。 

ファイルバージョン調査 

特定のファイルのバージョンを調査します。 

OS 種別調査 

OS の種別とサービスパック番号を取得します。 



【資産管理】 

 

クライアントのハードウェア、ソフトウェア、システムに関する詳細な情報を一括で取得することが可能です。 

クライアントにインストールされているアプリケーションを取得し、一覧表を作成する事も容易です。 

 

  
 

  
 

 



 

 



【利用ログ】 

 
 

クライアントコンピュータにてユーザーが行った以下の様な操作をログに記録し、ファイルに保存します。 

1.ログオン 

 ユーザーがログオンおよびログオフした記録です。(ログオフにはシャットダウン、再起動も含みます) 

2.アプリケーションの起動、終了 

 ユーザーが起動又は終了したプログラムの実行ファイル名がフルパスで記録されます。 

3.ウィンドウのタイトル 

 ユーザーがマウス操作でアクセスした(カーソルが通過)ウィンドウのタイトル(キャプション)を記録します。 

4.ブラウザの URL 

 Internet Explorer でアクセス(表示)した Web ページの URL が記録されます。 

5.印刷 

 ユーザーが印刷した文書名、出力したプリンタ名及び印刷枚数が記録されます。 

6.デバイスの利用 

 USB メモリなどの外部デバイスが接続または切断された事を記録します。(デバイス種別とドライブ名) 

7.ファイル操作 

 アクセス、作成、移動、削除などを記録します。(監視対象のフォルダや、フィルタリング設定が可能) 

8.クリップボード 

 クリップボードに入れられた文字列を記録します。ファイル操作のコピー、貼り付けも記録されます。 

9.共有フォルダ 

 共有フォルダに対する他のユーザーからのアクセスを記録します。 

 

記録されたログはいつでも管理者側に回収出来る他、ログオフ時など様々なタイミングで自動回収することも可能です。 

回収されたログは CSV 形式のテキストファイルなので、Excel や Access などの外部アプリケーションで再利用出来ます。 

ログを分析することにより問題発生時の解決に役立てたり、クライアントコンピュータの利用動向の把握に利用可能です。 



 

ログアラート（通報機能） 

予め設定された条件を満たす動作が検出、記録された場合、直ちにマネージャーに対して通報することが出来ます。 

通報を受け取ったマネージャーは、任意のメールアドレスにその内容を自動送信することも可能です。 

また、通報と同時にデスクトップ画面を動画で記録し、マネージャーに自動送信することが出来ます。 

不正利用など、クライアントにて問題となる様な操作が行われた場合に、管理者はリアルタイムでその事を知ることが出来、

セキュリティ確保に極めて有効です。 

 

 



【イベントログ】 

 

クライアントに記録されているイベントログ（アプリケーション、セキュリティ、システム）に対して、下記の操作が可能です。 

定期的にシステムイベントをチェックすることで、ハードウェアの異常も察知することが出来ます。 

1.回収 

 記録されているログ内容から、指定した条件に合致するデータだけを CSV ファイルにして回収します。 

2.検索 

 記録されているログ内容から、指定した条件に合致するデータが何件あるか調査しリストに表示します。 

 全クライアントのイベント調査を同時に実施する事も可能です。 

3.表示 

 記録されているログ内容から、指定した条件に合致するデータを抽出し、一覧表示します。（回収操作不要） 

4.削除 

 イベントログを削除（消去）します。 

5.通知 

 エラーや警告など、重要な記録をリアルタイムで管理者側に通知します。（障害対策に有効） 



【利用制限】 

クライアントコンピュータごとに異なる利用制限を掛けることが可能です。 

利用制限の内容は予め制限ファイルに登録しておき、クライアント側に送信することで 

 

利用制限は、メニュー操作により瞬時に ON/OFF が出来ます。(コンピュータの再起動は不要) 

        

            アプリケーションの利用制限設定                                   ネットワークの利用制限設定  

 

         

              ドライブの利用制限設定                                             システムの利用制限設定 



 

アプリケーションの利用制限 

利用を禁止したいアプリケーションの実行ファイル名を登録することで、そのプログラムの起動を阻止します。 

また、利用を禁止したいアプリケーションのウィンドウキャプションを登録しておくことで、実行ファイル名だけでは阻止

できない場合にも対応可能な仕様となっています。 

ウィンドウキャプションによる識別は、部分一致と完全一致の双方で指定可能です。 

 

ネットワークの利用制限 

クライアントの通信機能に制限(フィルタリング)を掛けることが可能です。 

フィルタリングは、IP アドレスおよびポート番号によってパケットをブロックします。 

ファイアウォールとして連続的に制限を掛けることも出来ますが、一時的に通信を遮断させるといった利用も可能です。 

 

Web サイトの利用規制 

好ましくない Web サイトの利用を禁止する事が可能です。 

            

 

ドライブの利用制限 

A～Z の任意のドライブの利用を禁止することが可能です。 

USB メモリなどのリムーバブルデバイスの利用を禁止できます。 

 

システムの利用制限 

ユーザーのシステム操作を禁止できます。 

 

時間制限 

 

ユーザーのコンピュータ利用可能時間をタイマーで制限したり、一定時間マウスやキーボード操作が無い場合、自動的

に「ログオフ」や「ロック」をさせることが出来ます。（放置状態検知） 

アカウントユーザーのログオフし忘れにも効果的です。 



印刷の禁止 

プリントスプーラーサービスを停止させることにより、印刷機能を停止させることが出来ます。(独立制限機能) 

 

ポートブロック (ネットワーク利用制限) 

任意の通信ポートを、ワンタッチ操作で塞いだり、開放したり出来ます。 

インターネットの利用を一時的に禁止したいときなどに便利です。 

 

ファイル、フォルダの隠蔽 

クライアントコンピュータ上の任意のファイルやフォルダを隠蔽することが出来ます。 

エクスプローラーなどからファイルやフォルダの存在を隠すことが可能で、重要なファイルの保護に有効です。 

隠蔽されているファイルやフォルダに対しては、許可されたプログラムからのみアクセスすることが可能です。 

 

 



【リムーバブルメディアの利用制限】 

 
クライアントにおけるリムーバブルメディアの利用を、個々のシリアル番号で管理します。 

USB メモリだけで無く、スマートフォンやデジタルカメラなどの管理が可能です。 

シリアル番号の登録がないリムーバブルメディアをクライアントコンピュータに接続しても、直ちに切断され利用すること

は出来ません。 

 



【アプリケーションのインスト－ル制限】 

 

アプリケーションのインストールを許可制とし、ユーザーが自由にインストールすることを禁止します。 

 

 

ユーザーはインストールを希望するアプリケーションの情報を管理者に通知申請します。 

申請を受け取った管理者はインストールに必要な特殊なキーファイルを作成し、ユーザーに配布します。 

 

 
 

ユーザーはキーファイルを実行することでアプリケーションのインストールが可能となります。 

このとき、インストール作業は一般ユーザー権限のままで行う事が可能です。 



【クライアントコンピュータの利用時間管理】 

 

クライアントコンピュータの日々の利用時間を制限することができます。 

曜日ごとに異なる時間設定も可能です。 

コンピュータ別だけで無く、ユーザーや所属グループ別に異なる時間設定が可能です。 

職場における就業管理として効果的な機能です。 

 

 

利用時間が終了した場合、利用時間の延長を許可することも出来ます。 

 

   

 

ユーザーの利用延長操作は直ちに管理者に通知され、延長状況（残業状況）を一覧で確認する事が可能です。 



【利用認証】 

 

クライアントコンピュータの利用を、組織内のネットワークに接続されている時のみ可能にします。 

ノート PC などを、外部に持ち出して利用する事を禁止することが可能です。 

 

予めユーザーに対して利用認証コードを発行することで、指定された期日まで外部利用を許可することも可能です。 

 

 

  



【ユーザーの利用状況】 

 

日々のコンピュータ利用状況（時間）をユーザー別に一覧表示することが可能です。 

 



【ポリシー設定】 

 

「システム」、「ネットワーク」、「インターネットエクスプローラー」などのポリシー設定の内、比較的よく利用される項目を集

めました。 

Active Directory のグループポリシーが利用できないような、非ドメイン参加のクライアントに対しても一括でポリシー設定

が可能です。 

  

 



【ファイル・フォルダ操作】 

 

ファイル配信、回収 

  

複数のクライアントに対して、ファイルの配信を行ったり、逆に回収を行うことが出来ます。（フォルダ単位も可能） 

回収を行ったファイルは、クライアントコンピュータ別又はユーザー別に分類、整理する機能があります。 

ネットワークやマネージャーパソコンに負荷が掛からないように、自動分割処理を行います。 

実行結果を別ウィンドウで確認することが可能です。 

 

 

ファイル操作 

クライアントコンピュータにエクスプローラーを利用して接続し、任意のドライブをファイル操作することが出来ます。 



【レジストリ操作】 

複数のクライアントコンピュータのレジストリ操作を同時に行うことができます。 

管理者がシステムのメンテナンスを行う際に便利な機能です。 

 

レジストリの追加、修正、削除 

 

HKEY_CURRENT_USER ハイブに記録する内容は、実行時システムに登録されているすべてのユーザーに自動的に適

用されます。ユーザープロファイルを設定、修正するときなどに効果的です。 

 

 

レジストリのインポート 

「RegEdit.exe」にて行うレジストリファイルの「インポート」と同じ動作を、複数のクライアントに対して同時に実行出来ます。 

複数項目のレジストリ設定を行う際、大変便利です。 

 

 

レジストリ値の取得 

 

現在のレジストリの値を取得し、リストの「情報」欄に表示します。 

すべてのクライアントの調査も、一瞬で完了します。 



【クライアントの利用状況】 

 

クライアントコンピュータの利用状況をインターネットやイントラネットのサーバー上に公開し、ブラウザから参照するこ

とが出来ます。 

大学などで、学生がオープン教室の空き状況をスマートフォンなどで確認する用途などに利用可能です。 

表示内容は、一般公開用と管理者用の２種類を用意しています。（内容は自由に変更可能です。） 

 

 

 



安全性 

CCAS はクライアントコンピュータのシステム(OS)に対して、絶対的な権限を有したアプリケーションです。 

権限のない第三者がマネージャープログラムを不正に入手し任意のコンピュータにインストールすれば、全てのクラ

イアントを乗っ取られる危険性も併せ持つことになります。 

このような事態を招かないよう、認証されないマネージャーからのコマンドを排除する機能が搭載されています。 

 
 

プログラムの保守性 

CCAS プログラムのメンテナンスは全てマネージャーから行われます。 

修正プログラム(パッチ)の適用だけでなく、バージョンアップも一斉にマネージャーから実施可能で、クライアントでの

作業はありません。 

 

 

メニューのカスタマイズ 

簡単な設定操作で、コマンドパネル（メニュー）の内容を自由に変更することが可能です。 

通常時、使うことのない機能を非表示にしておくことが出来ます。 

利用する管理者ごとに、異なるメニューを作成することが可能です。 

また、よく利用する機能だけをお気に入りグループなどに集めて利用することも可能です。 

     

 

CCAS の性能、制限値など 

管理可能なクライアント数とグループ数 

１台のマネージャーで管理可能なクライアント数は 5,000 台でグループ数は 1,000 となっています。 

ユーザーのネットワーク環境に合わせて、細かい通信調整が可能な環境設定機能を搭載しております。 

 


